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時，INI マウスで有意に無動時間が減少していることから，INI マウスは WT マウスと比較して感
受性が高いことがわかった．脳内モノアミン量を比較したところ，INI マウスの側坐核，線条体，
扁桃体で 5-HT 量の有意な減少が認められた．さらに，様々なストレス関連遺伝子の発現量をリア
ルタイム PCR にて測定した結果，INI マウスの側坐核で NPY mRNA の発現が有意に減少してい
た． 
5-HT2CR 活性と側坐核 NPY 発現との関連性を調べるため，5-HT2CR のアゴニスト WAY629 を
腹腔内投与し，側坐核 NPY 遺伝子の発現量の変化をリアルタイム PCR にて測定した．WAY629
投与群で NPY の発現量が有意に減少していたことから，5-HT2CR の活性が側坐核 NPY 発現を抑
制させることが明らかになった．さらに側坐核 5-HT2CR ニューロンと NPY 発現分布の解析により，
5-HT2CR ニューロンによる NPY 発現の制御は，GABAergic ニューロンを介して行われている可
能性が示唆された． 




の後，絶望行動を FST で測定したところ，コントロール群（rAAV-GFP）と比べ，rAAV-NPY マウ
スでは無動時間の減少が認められた．このことから，INI マウスの解析を通じて側坐核における
NPY 発現が絶望行動の制御に関与することが示された． 
以上が論文の要旨であるが，5-HT2C受容体の RNA 編集と絶望行動や側坐核 NPY 発現の関わり
を明らかにした点で，医学上価値ある研究と認める． 
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